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菖楽科では、自分の表したい歌唱表現を創りあげ、菖楽表現に対する新たな認識を形成し

ていくことを求め、その具現のために、「歌詞」に着目した。「歌詞」は、どの子もそれを享

がかりに想像したり表現の工夫をしたりすることができるからである。

「歌詞」を文脈に即して想像し、その背景や行間を推し量るように働きかけることで、「感

受した情感」を表現するための願いをもつことができるようにする。さらに「歌詞」を歌声

に響かせる「表現技法」を求めるように促すことで、表現の工夫を身体のコントロールに絞

り込み、「感受した情感」にあう歌い方を自己評価しながら歌い直していく姿が期待できる。

このようにして、「感受した情感」と「表現技法」とを何度も歌い直しながらかかわらせ、

表現を練り上げていくことで、音楽表現に対する新たな認識を創りあげる子どもを育成して

いけることを明らかにした。
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Ⅰ 自分の表 した い歌唱表現を創りあげる音楽科

1 . 音楽科で求め る子ども

研究主題 ｢ 創造的な知性を培う｣ の もとでの 音楽科で は ､ 子 どもが歌詞 や 曲趣から感受した

情感を表すた め に必要とな る表現技法を習得しながら､ 自分の 表した い 歌唱表現 を創りあげ､

音楽表現 に対する新たな認識を形成 して い く子 どもを求めて い る ｡

こ こ で言う｢ 歌詞｣ と は ､ イ メ
ー

ジや 内包する意味も含み ､｢ 曲趣｣ と は曲の持ち味を示す ｡ また ､

｢ 感受した情感｣ と は ､ そう した歌詞や 曲趣に対する感動や心地よ さで あり ､ ｢ 表現技法｣ とは感

受した情感を表現するため に必要とする＼ 表現の技術とその 方法で ある｡

｢ 求める子 ども｣ を具現する ため に､ 本研究で は ｢ 歌詞｣ に着目した｡ 歌詞 は ､ 日常使 っ て い

る ことばで あり ､ どの 子もそれを手がかりに想像したり表現 の 工夫をしたりする ことがで きるか

らである ｡ ｢歌詞｣ を文脈に即 して想像し､ その 背景や行間を推し量 るように働きかける ことで ､ ｢感

受した情感｣ を表現するため の 願 い をもつ ことができる ようにする ｡ さらに ｢ 感受した情感｣ を

表現するた め に ｢ 歌詞｣ を歌声 に響かせ る ｢ 表現技法｣ を求め る ように促す こ とで ､ 表現の 工夫

を身体の コ ン トロ
ー

ル に絞り込み ､ ｢ 感受した情感｣ にあう歌 い 方を自己評価 しなが ら歌 い 直し

て い く姿が期待できる ｡ こ の ように して ､ ｢ 感受した情感｣ と ｢ 表現技法｣ とをか か わらせ ながら､

表現を練り上 げて い く姿が ､ 音楽科で求め
■
る学びで ある ｡

求める子ども

自分の表したい歌0昌表現を創りあげ､ 音楽表現に対する新たな認識を形成して いく子ども

｢ 感受した情感を伝えよ

直そ うとする感性｣ ､ ｢感受

身体の コ ン トロ ールを見

感と表現技法とを関係つf

的なものの見方 ･ 考え方｣

して ､ 歌詞と楽譜をとらえ

:情感を表現する技法を求め ､

科学的な感性｣ ｢ 感受した情

択声の響きを聴きわける科学

功かせる学習過程

求める学び

感受した情感を伝えようとして ､ 想像した歌詞にあう表現技法の習得にむけ､

歌い直しながら表現を練り上げて いく学び

2 . 自分の 表 した い 歌唱表現を創 りあげ､ 音楽表現 に対する新 たな認識 を創り あげる

カ リキ ュ ラム改善の視点

歌唱表現領域 に重点をかけたカ リキ ュ ラ ム を組む｡

歌唱は ､ 感 じる心が もととな っ て い る表現意図をよ り直接的に表現 したり､ 身体を声の 楽器と

して駆使 し多様な工夫をしたりする こ とが で きる｡ 歌唱表現 で習得する表現技法､ 呼吸法を中心

とする身体 の コ ン トロ ー ル は ､ 想像す る歌詞や曲趣をもと にする身体表現 ､ 鍵盤 ハ ー モ ニ カや リ

コ ー ダ ー な どの 楽器によ る呼吸法 に基 づく器楽表現な ど他の 表現 に生かされる ｡ 鑑賞にお い ても

歌唱表現追求を通 して学 んだ学習内容に正対して聴き ､ 鑑賞する力を育むことができる ｡ 歌唱表

現 の重点化を通 して ､ 各表現の 音楽に対す る情感を深め表現技法の 習得を高めて い く､ 計画的な

継続的な積み上 げが､ 音楽表現に対する新たな認識を形成する ｡
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3 . ｢ 自分 の表 した い 歌唱表現を創り あげ､ 音楽表現 に対す る新たな認識｣ を形成して

い く授業改善の視点

(1) 音楽科で はぐく む ｢感性 ､ 科学的な感性 ､ 科学的なものの見方 ･ 考え方｣

( 2) ｢感性 ､ 科学的な感性 ､ 科学的なものの 見方 ･ 考え方｣ を働かせた学び

(学 習 過 程)

歌詞や 曲趣から楽曲をとらえ､ 表現

へ の 意欲を高め る ｡

楽曲を歌 い ､ 感受した情感をもとに ､

表現の願 い をも つ ｡ < 拡張 >

感受した情感 にあう歌 い 方を自己評

価しながら歌い 直し､ 表現を練り上げる ｡

(古歌詞 に立ち返りなが ら ､ 表現の 工夫

を身体 の コ ン トロ ー ル に放り込む｡

< 絞り込み >

②身体の コ ン ト ロ ー ル を して ､ 自己評

価 しながら歌 い 直す｡

創りあげた表現とその 追求の しかた

を振り返る ｡ < 続合 >

え

(教師の働きかけ)

O ｢ 歌詞 カ
ー

ド｣ に歌詞か ら想像 した絵

や言葉を書き込 む場の 設定｡

○願う表現に むけて ､ どこを どの ように

歌 い た い かを ｢ 歌唱プラ ン｣ に書き込

み ､ 歌 い 試す場 の設定｡

○感受した情感に照らして ､ 根拠をも っ

て
､ 自分の 歌 い 方を見直す活動の 組織｡

芳 ○求める表現技法を習得するため の 身体

の コ ン トロ ー ル の しか たを見 出す場の

設定｡

○感受した情感を表現するた めの 身体の

コ ン トロ ー ル をしながら表現を練り上

げる活動の 組織 ｡

○表現の 追求を どの ように してきた こ と

が 自分の 表現 づくりに有効であ っ た か

を振り返る場の 設定｡

4 . 新たな評価の視点の設定

歌詞 に立ち返りなが ら ､ 表現 の 工夫を して い る姿に つ い て ､ 評価の 視点をもつ ｡

高 学 年

中 学 年

低 学 年

｢ - だから｣ と歌詞を根拠にして ､ 歌詞の解釈を深めながら ､ 感受した情感

と歌詞の響き､ 歌い方をつなぐ姿｡

｢ - だから｣ と歌詞を根拠にして ､ 歌詞の思いを感受した情感と歌い方をつ

なぐ姿 ｡

想像をふくらませて ｢ もっ と - したい｣ という感受した情感を歌い方につ

なぐ姿｡
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Ⅱ 実践の概要

シン ドバ ､ソ ドの 冒険の お話を音楽で表そう

- ｢友だちシ ン ドバ ､ソ ド｣ -

1 . 歌詞 か ら想像した こ とを伝えようと､ 必要 な表現技法を習得し､ 音楽表現 に対す

る新たな認識を形成して い く学び

本単元で は､ 歌詞から想像 した こ とを伝えようと ､ 自分の 表した い 表現を創りあげて い くこ と

を求め ､ 教材 曲に楽曲 ｢ 友だちシ ン ドバ ッ ド｣ を取り上げた｡

｢ 友だちシ ン ドバ ッ ド｣ の 歌詞 は物語 ｢ アラ ビア ン ー ナイ ト｣ の 中の ｢ シ ン ドバ ッ ドの 冒険｣

がもととなっ て おり ､ 曲は シ ン コ ペ ー シ ョ ン の リズ ム や跳躍旋律が つ い た躍動感の あるふ しから

できて い る こ とから､ わくわくする 冒険の 様子を生かしたつ くりにな っ て い る ｡ その ため ､ 子 ど

もたちは ､ 歌詞や 曲趣を手がかりに 冒険の 様子を想像し､ 場面や登場人物 へ の 思 い をふくらませ

ながら歌 い 方を追求 して ､ 自分の 表した い 表現を創りあげて い くこ とが期待できる ｡

こ の ように ､ 歌詞を大切に して 自己評価 しなが ら歌 い 直し表現を練り上 げて い く こ と で ､ ｢ 上

手にな っ た｣ ｢ うまくな っ た｣ か ら ｢ 表した い ように表せ る｣ ｢ 伝えた い ように伝わる｣ 音楽表現

に対する新たな認識を形成 して い くこ とを願 っ た ｡

2 . 単元 の構想

(1) 単元 の 目標

楽曲 ｢ 友だちシ ン ドバ ッ ド｣ か ら感受した情感が伝わる表現 づくりを して い こうとする中で ､

シ ン ドバ ッ ドの 冒険の 様子を表す には ､ 歌詞とシ ン コ ペ ー シ ョ ン ､ 跳躍旋律をかか わらせ ､ 歌

詞 の情景にあ っ た 強さや声 の 出 し方､ 表情を工夫して歌うとよ い こと に気づ き､ 楽しく曲想表

現をする こ とができる ｡

(2) 追求の構想 ( 7 時間)

1 次 歌詞やリズ ム､ 旋律の特徴 を感じ取 っ て
､ 歌を覚える ( 3 時間)

･

冒険の 歌詞を想像して ､ 楽しく歌 い た い ｡

◎歌詞を想像して歌詞唱､ リズ ム 唱 ､ 階名唱で歌える ようになろう｡

･ 2 番は冒険の 様子がよくわかる歌詞だから､ 2 番の 歌 い 方を工夫した い な｡

2 次 歌詞や楽譜と歌 い方をか かわらせ て､ 歌 い 方を工夫する ( 3 時間)

㊨

◎ こ わい 島から宝物を持ち出したシ ン ドバ ッ ドの 気持ちや 3 つ の場面が伝わるよう

に ､ 強さや声 の 出し方､ 表情を工夫 して歌おう｡ < 歌唱プラ ン >

仲間の 表現を聴く ･ 体感 ･ 身体の コ ン トロ ー

ル

･ 歌 い 方の 工夫を生かして ､ 歌詞 ににあう身振りを つ けて歌おう｡

3 次 ｢友だ ち シン ドバ ッ ド｣ 発表会 をする

◎ ｢ 友だち シ ン ドバ ッ ド｣ の発表会を しよう｡

( 1 時間)
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3 . 授業の実際

(1) こ わい島か ら宝物を持ち出すシン ドバ ッ ドの気持ちや場面の様子が伝わる歌 い方を工夫した い ｡

歌唱表現領域で は ､ ｢ 歌詞｣ を大切に して

追求を進めて い る ｡

本単元では ､ 歌詞カ ー ド (縦書きに歌詞を

書い たもの) に歌詞から想像した こと を書き

込む活動から学習をス タ ー トした ｡

こ れい 島からぬけだして 宝物モ っ てきた

ふ くろにい っ ぱい持 っ てきた

¥ れは だれで しよ う

シ ンドバ
､

ソド シ ンドバ､ソド ぼくの友だち

また行こ うよ とモにさあ 勇気を出して

｢友だち シン ドバ ッ ド｣ の 2 番 の歌詞

冒険の 様子を伝えた い と感 じた子 どもたちは ､ 2 番の 歌詞に着目 し､ ｢ 歌 い 方を工 夫して楽

しく歌 い た い ｡｣ と表現 へ の 意欲を高め て きた｡ そ こ で ､ 2 番の 楽譜に どこを どの ように歌う

かを書き込み ､ 歌唱プラ ンを作成して い っ た ｡

正 しい 音程で歌う ことを大切に追求す る知子さん は ､ 高 い 音と低 い 音に○を つ け､ ｢ ほ んと

にふくろ に い っ ぱい ( の 感 じ)｣ ｢ い っ し ょ に い こうよ っ て かん じ｣ とだけ書 き込んだ｡ 正 しい

音程 で ､ 想像 した こ とを大切 に歌おうとは して い るが ､ 歌詞の 想像を広げる こ とには弱さがみ

られる ｡ そ こで ､ 自分なりの 表現 へ の 思 い をふ くらませて い る仲間と歌 い 方や 考えを交流する

こ とで ､ 知子さん に歌詞をより深く感 じ取 っ た願 い をもっ て ほしい と考えた ｡

歌唱 プラ ンの歌い方を試す知子さん

r 亙 T.I: ち シ ン ド バ ッ ド J 軒嶋Ij ラ ン

.;
~
:::
~ 1

. 上
∴
/
㌔

丸 比 だ れ で Li i 鱒

知子さんの歌唱プラン

『こわ い 島』 と いう歌詞を弱くお びえるように歌 い ､ 『袋に い っ ぱ い』を強くた っ ぷ り息を吸 っ

て歌う茂さん の 歌 い 方を じ っ と見て聴く知子さん ｡ ｢茂さん の 表した い 様子が歌声で伝わ っ た

かな ? ｣ の 問 い か けに､ 知子さんは大きくうなずい た ｡ そ こで ､ 茂さん の想像する気持ちになっ

て ､ 歌 い 方をまねて歌 っ て みる活動を組織 した｡ 茂さん の歌 い 方の 通りに歌おうとして ､ 強さ
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や息の 吸い 方を意識 して試し､ 茂さんの 歌 い 方の よさを体感して い く知子さん｡ それをもとに ､

歌唱プラ ンを見直す活動を組織 した ｡

歌唱プラ ンを見直す知子さん

(2) も っ と想像 した歌詞にあうように強さ や表情を変えた い ｡ でも思うように できな い なあ｡

歌唱プラ ンをみ なが ら 一 人歌 い をしたり ､ 歌詞 の 後半から何度も部分練習を した り､ 仲間と

歌 い 方を聴 き合っ た りして 自分 の 表現 づ くり に取り組ん で い く知子さ ん ｡ 歌詞から想像 した

『勇気』 『出して』 を強調 した歌 い 方を しようとする ｡ しか し､ 自信なさそうに小 さな声 で歌 い ､

強さはあまり変わらな い ｡ 知子 さん の様子を見て ､｢自分の 表したい 歌 い 方がで きて きたかな ? ｣

と問 い かけた ｡
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(3) 深く ブレス やおなかの動き､ 口の開きの身体の コ ン トロ ー ル をすると､ 表 した い表現に なりそ

うだ

そこ で ､ 教師は知子さん の 求める表現の しか たで歌 い ､ 歌 っ て い る おなか に手を当て るよう

に促した｡

おなかを引き上げるように動か して歌うと強く歌える こ とに気付 い て きた知子さん ｡ ｢ 鏡 の

前で 自分の 体の 動きを確か めながら歌 っ て み たら ? ｣ と促すと ､ に っ こ りうなずき鏡の 前に立 っ

た ｡ ｢ 鏡をみながら
一

緒に歌 っ て みよう｡｣ と働きかけると､ 教師の お なかと自分の おなかの 動

きを比 べ ､ 自分の 表した い 強さがで るようにおなかを意識 して 動かしながら歌う｡ 『ぼくの 友

だち』 の 前で深く息を吸 い ､ その 息をた めて ､ おなかから引き上げる ように して歌声に変える

ことで 『ぼく』 の 発音がは っ きり してくる ｡ 歌詞を想像しなが ら歌う度に､ 息の 吸 い 万が
一

層

深くなり､ 頬があがり表情が明るくな っ てきた｡ ｢ 感受した情感を表現する技法を求め ､ 身体

の コ ン トロ ー

ル を見出す力｣ を働かせ て い る姿である ｡

(4) 身体の コ ン トロ ー ル をして い くと ､ 表 した い表現にな っ て､ 歌詞もも っ と想像できて きた ｡

練習を重ね ､ 歌うこ とに自信をも っ てきた知子さん ｡

『ぼくの友 だち』 の 歌 い 方を生か して ､ 次の 歌詞の 『ゆうき』 『だ

して』 の 言葉の はじめが強く響くように なる ｡ それとともに､ 体が

前の めりになる ｡ 強くおなかを引き上げる ことによ り体が伸び上が

る ｡
一 回歌う度に歌唱プラ ンを見て歌 い 方を振り返り､ 体の 動きに

よる 強さ加減を鏡で確か め ､ 一 層意欲的に歌 い 込ん で い く ｡

自分の 歌 い 方の 変化を自覚して きて い る と判断 し､ ｢ さ っ きと変

わ っ た ? ｣ と 問い かけた ｡ 知子さん は ､ ｢ 口を大きく開けて ､ イメ ー

ジ して 歌 っ た ｡ ｣ と答えた ｡ 呼気の 支 え､
おなか の 動き ､

口の 開き

とい っ た身体 の コ ン ト ロ ー ル を しなが ら歌 っ て い る ｡ ｢ 冒険の 感 じ

がする ? ｣ の 問い かけに大きくうなずい た ｡ 歌詞を想像しなが ら歌

うよ さを実感し､ 表した い 表現を創りあげてきた ｡ こ れが ､ ｢ 感受

した情感と表現技法とを関係づ け､ 歌声の響きを聴 きわける力｣ を

働かせ ､ 感受した情感 と表現技法が つ なが っ た姿で ある ｡

正しい 音程 で 歌うことか ら､ 想像 した歌詞と強さをかか わ らせな

がら身体を コ ン トロ ー ル して歌うと表した い 表現が で きるととらえ

た知子さん で ある ｡
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Ⅲ 成果と課題
○ 歌唱表現領域 に重点をかけ､ ｢歌詞｣ に着目する

こ と は ､ 子 どもの 感受した情感 ､ 表現技法の 双方を

高め ､ 表した い 音楽表現を創りあげて い くと いう こ

とが明らか にな っ た ｡ その た め に､ 歌詞か ら想像 し

た こ ととその 歌 い 方の 見通 しを立て ､ 追求の 手が か

りとする ｢ 歌唱プラ ン｣ の 活用が有効である ｡

○ 音楽科における ｢ 科学的な感性｣ ｢ 科学的なもの

の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ る授業改善の よ さが見え

て きた ｡ ｢ 歌詞｣ に立ち返り ､ プラ ン した歌 い 方と

実際とを比較したり ､ 自分の 歌声を聴きわけたりす

る ｢ 科学的な｣ 手法を用 い る こと の有効性 が明らか

になっ た ｡ 今後 ､ それをすすめて 一 層 の授業改善を

め ざし､ カ リ キ ュ ラム 改善につ なげて い く｡
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